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田口	浩継
熊本大学	教授

あなたには　持続可能な社会が　見えますか。

技術によって　私たちの生活は　より便利で快適になりました。

いまある技術は　問題解決の連続により　生み出されたものです。

それらの問題解決には　どのようなストーリーがあるでしょうか。

社会に変化をもたらす技術には　光の部分があれば　影の部分もあります。

これからの未来のために　技術を適切に評価し，選択，管理・運用する力，

技術を応用，改良していく力が　求められています。

中学校で初めて出会う　技術・家庭科（技術分野）の学習が，　

一人一人の明るい未来を創る　架け橋になることを願っています。

――　「未来を創るTechnology」　に思いを込めて 編集代表からのメッセージ

豊かな学びが
未来を拓く

学びやすく教えやすい教科書

　教科書の全体構成	 …………………………………………p.4

　教科書の使い方	………………………………………………p.5

特色１　技術の見方・考え方を働かせた

　　　　深い学びを実現できる教科書	…………p.6

　①最適化の窓	……………………………………………………p.6

　②発見！技術の最適化	 …………………………………p.7

　③技術の見方・考え方のストーリー	……………p.8

特色２　技術による問題解決に主体的に

　　　　取り組むことができる教科書	…………p.10

　①「問題の発見」の場面の新設	………………………p.10

　②TECH	Lab（テックラボ）	 …………………………p.12

　③豊富な問題解決例	………………………………………p.13

特色３　技術分野の学習の意義や大切さが

　　　　伝わる豊かで楽しい教科書	 ……………p.14

　①技術の匠	 ………………………………………………………p.14

　②技術のとびら	………………………………………………p.15

　③豊富な特集ページ	………………………………………p.16	

　④プログラミング教育への対応	…………………p.18

現代的な諸課題への対応	 …………………………………p.20

全ての生徒に学ぶ喜びを	 …………………………………p.24

教科書Q＆A	…………………………………………………………p.26

授業のサポート／デジタルへの対応	 ……………p.28

目次

特色

１ 技術の見方・考え方を働かせた
深い学びを実現できる教科書

技術を見る目を養う

☞	6ページへ

特色

2 技術による問題解決に主体的に
取り組むことができる教科書

「あったらいいな」を実現する

☞	10ページへ

特色

3 技術分野の学習の意義や大切さが
伝わる豊かで楽しい教科書

技術の魅力に引き込む

☞	14ページへ

　真新しい教科書を手にしてページをめくる

と，新しい世界が広がります。中学校で初め

て学ぶ技術分野では，特にその傾向が強い

のではないでしょうか。生徒は受け継がれ

磨かれてきた技術，最新の技術について触

れ，知ることの楽しさや技術の奥深さを感じ

ることでしょう。更に，生徒だけではなく長

年担当された先生，新任の先生，臨時免許

で指導される先生にとっても，興味を持って

いただけるような内容，構成になっています。

　技術の見方・考え方，技術による問題解決，

資質・能力の育成，新たに加わった学習へ

の対応などの不安もあることでしょう。本書

は，それらに対応する学習内容と具体的な

指導法を示すとともに，ICTを駆使すること

で，分かりやすく，わくわく感を持って学べ

る工夫があります。技術のガバナンスやイノ

ベーションにつながる種を，この教科書で蒔

くことができることを願っています。

新しい世界へ導く教科書

新しい技術・家庭　技術分野の

3つの特色
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　教科書の全体構成は，材料と加工の技術，生物育成の技術，エネルギー変換の技術，情報の技術の

4編構成です。技術分野のガイダンスから３年間の見通しを持って学習に取り組むことができます。

　1つの編は，「編の導入」「基本ページ」「学習のまとめ」で構成しています。基本ページ以外にも，

学習を深めるためのページやコラムを豊富に取り上げています。

　3年間の学習の見通しを持た

せるために，「技術分野のガイダ

ンス」を巻頭に設けています。

　3年生で取り上げる「統合的な

問題解決」は，問題解決例を巻末

にまとめて掲載しています。

　授業で活用できる豊富な	

Dマークコンテンツをご用

意しました。動画やシミュ

レーションなどを用いるこ

とで，効果的に学習を進め

ることができます。

☞詳細は本誌30ページへ

学びやすく教えやすい教科書
　授業が組み立てやすい「見開き構成」で，主体的・対話的で深い学びを実現します。

本教科に慣れていない先生も安心して取り組めるように内容構成を工夫し，資質・

能力の育成を図ります。

▼目次　口絵❶-❷ ▼教科書の構成　口絵❸-p.1

学習指導要領に即した学習展開

　各編は1章「技術の原理・法則と仕組み」，

2章「技術による問題解決」（情報は2，3章），

3章「社会の発展と技術」（情報は4章）で構成

しています。

☞詳細は本誌8-9ページへ

資質・能力の明確化

　育成すべき資質・能力を，各節の冒頭に

「目標｣として明確に示すことで，指導と

評価の一体化を図っています。

授業の流れが見える

　基本ページは，授業の流れに沿って

「始めの活動」「展開」「まとめの活動」

の見開き構成。生徒が主体的に学習に

取り組めるように工夫しています。

主体的・対話的で
深い学びの実現

　「活動」や「問題解決例」を充実させま

した。主体的に調べたり，友達と協働し

て比較・検討したりするための発問など

を設け，深い学びの実現のための工夫を

しています。

教科書の全体構成
ガイダンスから始まる３年間のストーリー

教科書の使い方
導入，展開，まとめで授業の流れが見える
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技術の見方・考え方を働かせた
深い学びを実現できる教科書

特		色

1

▲技術の見方・考え方　p.11

▲編の導入　p.18-19

1
POIN T

　切り抜きの「最適化の窓」から，生活や社会の技術を見ることで，

「技術の見方・考え方」に気付くことができます。

最適化の窓
技術の見方・考え方がひと目で分かる

のぞいて観察できる

　穴が開いているので，生活や

社会の中の技術を，実際にの

ぞいて観察することができます。

多角的な視点で捉える

　さまざまな視点で最適化につ

いて考えられるように，例示を

多数取り上げています。

折り込みページで
いつでも確認

　折り込みページにすることで，

「技術の見方・考え方」をいつ

でも確認することができます。

　詳細は，内容解説

資料④「最適化の窓

から気付く！技術の

見方・考え方」を

ご覧ください。

　生徒が興味・関心を持って「技術の見方・考え方」を捉えることができるように，

技術分野のガイダンスに「最適化の窓」を新設しました。また，教科書全体を通して，

適切な場面で「技術の見方・考え方」を確認できます。

2
POIN T

　編の導入でも，社会からの要求，安全性，環境への負荷，経済性を意識させるとともに，

技術の最適化について考えさせる内容になっています。

発見！技術の最適化
魅力的な編の導入

技術の最適化って何だろう
　「技術の最適化」を分かりやすく伝えるために，4人

のキャラクターが生徒と同じ疑問を持ちながら「技術

の見方・考え方」について理解していく過程を親しみや

すい漫画で表現しました。

親しみやすい漫画で表現
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理解する
技術の原理・法則と仕組み１章

問題解決に取り組む
技術による問題解決2章

つなげる，広げる
社会の発展と技術3章

「技術の見方・考え方」に気付く！ 「技術の見方・考え方」を  働かせる！ 技術の概念への理解を深める！

　各編の導入や1章で

は，身の回りの製品や

社会における技術の最

適化の例を取り上げ，

既存の技術の工夫を読

み取ることができます。

　技術の最適化につい

て扱う内容には，「技

術の天びん」マークを

付しました (p.23,37

など)。
　「技術の見方・考え方」

を働かせながら，問題

を見いだして課題を設定

し，問題解決を振り返り

ます。

　ワークシートで「技術

の見方・考え方」を働

かせながら，これから

の技術について検討し

ます。
　キャラクター「ミカタ

ン」は「技術の見方・

考え方」に気付かせる

発言をします。
▲材料と加工の技術の工夫を読み取ろう　p.36-37

▲問題解決の評価，改善・修正　p.128 ▲未来のTechnology　p.83

▲身の回りの材料と加工の技術　p.20-21 ▲問題を発見し，課題を設定しよう　p.38-39 ▲材料と加工の技術の最適化　p.78-79

3
POIN T

　各編は，技術の見方・考え方のつながりを意識した構成になっています。そのため，生徒の

発達段階や学校や地域の実態に合わせて，ストーリー性のある授業展開が可能です。

技術の見方・考え方のストーリー
技術リテラシーが自然と身に付く

技術分野の学習方法
　主体的・対話的で深い学びになるように，教科書の巻頭に，

学習の流れ，思考ツールの活用，まとめと発表の仕方などを

掲載しています。

主体的・対話的で深い学びにつながる

▲技術分野の学習方法　p.2-3
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　問題解決の流れを丁寧に示すとともに「問題解決カード」を新設し，学習の進め方，学び

方を分かりやすく示しました。予測できない未来に対し，自らが主体的に問題を見いだし，

柔軟に問題解決に取り組むことができる資質・能力の育成を目指しました。

技術による問題解決に主体的に
取り組むことができる教科書

特		色

2

問題発見トレーニング

　街のイラストを大きく取り上げるな

ど，教科書の例示を参考にして，問

題発見のためのトレーニングができ

るように工夫しています。

問題解決のプロセス

　「問題の発見→課題の設定→設計・

計画→製作・制作・育成→評価，改

善・修正」といった一連の問題解決

のプロセスを明記しています。

問題解決カード

　問題解決の過程ごとに「問題解決

カード」を新設し，自らの問題解決に

主体的に取り組むことができるように

しています。

思考ツールの活用

　問題の発見や課題の設定の際に,

考えや意見を整理する手段として,

フィッシュボーンや5W1Hなどの思

考ツールを紹介しています。

▲問題を発見し，課題を設定しよう　p.170-171

▲問題解決カード　p.39

▲フィッシュボーンによる構造化　p.103

1
POIN T

　技術の見方・考え方を働かせて，生活や社会の中から，問題を発見し，課題が

設定できるように「問題の発見と課題の設定」の場面を全編に新設しました。

「問題の発見」の場面の新設
ここから始まる生徒の問題解決
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つまずきへの対応

　作業工程で生じるさまざまな問題

（生徒のつまずきなど）を解決するた

めの「検査・修正」を取り上げ，必要

なときに振り返ることができるように

しました。

私の工夫

　ちょっとしたアイディアから新しい技術の工夫が生

まれる瞬間を体感させるため，「私の工夫」として，

生徒の工夫例をたくさん紹介しています。

▲TECH	Lab　p.114-115

▲TECH	Lab　p.54-55

▲ジャガイモ　p.119

▲携帯型扇風機
　p.177

▲ロッカー整理棚　p.72

問題解決例　題材の一覧
１編　材料と加工の技術

p.31　ペンスタンド
p.38-77　マルチラック
p.68　リモコンラック
p.69　トラッシュボックス
p.70　飾り棚
p.71　プリント整理箱
p.72　ロッカー整理棚
p.73　プランターカバー
p.74　タブレットスタンド
p.75　絵本ラック

２編　生物育成の技術

p.93　スプラウト
p.95　ベビーリーフ
p.102-129　ミニトマト
p.118　ナス
p.119　ジャガイモ
p.120　ダイコン
p.121　イネ
p.122　ラッカセイ
p.123　リーフレタス
p.124　パンジー
p.125　イチゴ

３編　エネルギー変換の技術

p.172-173　防災ライト　
p.177　携帯型扇風機
p.178　冷蔵庫開けっ放し
	 報知器
p.179　自動点灯LEDライト
p.180-181　レスキュー
	 ロボット
p.184　自動車の乗降装置
p.185　さくらんぼ収穫
	 ロボット

４編　情報の技術

p.222-227
　　　　学校紹介のWebページ
p.224-225，227
　　　　学校内チャットシステム
p.228　地域紹介翻訳システム
p.229　防災マップ
p.230　クラス伝言板システム
p.231　学校内チャットシステム
p.232　施設確認システム
p.233　中学校物知り博士
p.238-243　自動車の自動運転
p.240-241，243
　　　　歩行者の信号システム

p.244　熱中症予防システム
p.245　育苗システム
p.246　ロボット掃除機のモデル
p.247　冷蔵庫開閉チェッカー
p.248　福祉車両のモデル
p.249　さくらんぼ
	 自動収穫ロボット

統合的な問題解決

p.266　忘れ物防止システム
p.266　地震時避難誘導システム
p.266　自転車サポートシステム
p.268　ドローン配送システム
p.268　トラック物流システム
p.268　自動かん水システム

2
POIN T

　問題解決に必要な基礎的な技能を「TECH	Lab」にまとめて掲載し，問題解決の際に

選択して活用できるようにしました。

TECH	Lab（テックラボ）
問題解決に取り組むための技能が身に付く

3
POIN T

　生徒の発達段階，学校や地域の実態などによって選択できるように，

豊富な問題解決例を取り上げました。

豊富な問題解決例
生徒自身の問題解決へと導く
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技術分野の学習の意義や大切さが
伝わる豊かで楽しい教科書

　社会で活躍する技術者との対話的な学びを実現するためのコラム「技術の匠」を充実させ

ました。Society5.0やエネルギーミックス，3Dプリンタなど，最新技術の特集ページを豊

富に収載しました。また，簡単なプログラミングをいつでも体験できるように，「プログラ

ミング手帳」を別冊付録にしました。

特		色

3

技術に関わる倫理観

　	「技術の匠」の問題解

決の工夫や技術に対す

る思いなどを掲載しまし

た。技術開発などに携わ

る方々の声により，臨場

感を持って社会と学習と

のつながりを意識するこ

とができるようにしまし

た(p.79,81,101,169	

など)。

基礎的な技術の仕組み

　科学的な根拠に基づいた理解を

促すとともに，ダイナミックな写

真や豊富な図版が，生徒の興味・

関心を高めます(p.24-29,112-

113,174-175	など)。

▲学んだことを社会に生かす　p.274-275

▲木の可能性を世界に発信　p.81

▲感動体験を届けるために　p.169

◀電気回路の設計・製作
　p.174-175

▲土の準備と肥料，農薬の使い方　p.112-113

1
POIN T

　社会で活躍する技術に携わる方々のメッセージを「技術の匠」として掲載し，

技術者との対話的な学びを実現します。キャリア教育にもつながります。

技術の匠
社会で活躍する技術者との対話的な学びが実現する

2
POIN T

　生徒の興味・関心や学校の実態等に応じて，学習を更に広げたり，深めたりする

ことができます。ビジュアルな紙面で，生徒の興味・関心を高めます。

技術のとびら
学習に広がりや深まりをもたらす
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学習を深める資料の一覧

１編　材料と加工の技術

p.27　鋼の熱処理
p.29　新しい材料
p.34　地震に耐える構造
p.43　キャビネット図
p.65　木材の伝統的な接合技術
p.65　室内の空気汚染
p.66　木材の表面仕上げ
p.82　人の力を補う材料と加工の技術
p.84　これからのものづくり
	 ーデジタルファブリケーションー
p.85　知的財産の活用

２編　生物育成の技術

p.99　天然の水産資源を守るための工夫
p.106　栽培カレンダー

▲

技術の工夫　p.114
豊富な「技術の工夫」

パラパラ漫画

　脚注には，学習内容に関連するような「技術の工夫」を掲載しました。生活や社会にはどのよう

な技術による問題解決の工夫が隠されているか，生徒が楽しく読めるようなコラムになっています。

　「何度も教科書を開いてほしい」という思いから教科書

１冊を通して見えるパラパラ漫画を新設しました。テーマ

は「技術は夢をかなえるためにある」。子どもの何気ない

発想から，ものづくりの試行錯誤が生まれ，宇宙での技

術開発にまで発展する物語です。

学習の楽しさを引き出す工夫

3
POIN T

　Society5.0やエネルギーミックスなどの最新技術の特集を多数取り上げました。

巻末にはSDGsの特集ページを設けています（本誌20ページ参照）。

豊富な特集ページ
生徒の興味・関心を高める

▲Society5.0を支える技術
　p.260-261

▲これからの発電方法を
　考えよう		p.144-145

p.164　4サイクルガソリン機関の作動の様子
p.165　ヘロンの蒸気機関
p.186　生活や社会を支えるロボットの技術
p.191　復興のために技術が果たす役割
p.191　パリ協定
p.193　ライフサイクルアセスメント
p.194　スマートシティの実現に向けて

4編　情報の技術

p.201　アナログ情報とデジタル情報
p.213　更新されるソフトウェア
p.215　無線LANにご用心
p.219　情報処理の手順を表現する図
p.256　自然災害の被害に備える情報の技術
p.258　プログラミングで未来を創る
p.260　Society5.0を支える技術
p.270　知的財産の活用・創造

p.109　日本の伝統野菜
p.109　種苗法
p.112　プランターの土の再利用
p.116　かん水の必要性
p.117　追肥の施し方
p.131　生物の機能を利用する技術
p.133　GAP（農業生産工程管理）
p.134　生物育成の技術と環境との関わり

3編　エネルギー変換の技術

p.149　電気に関する基礎知識
p.155　消費者用警告図記号の例
p.155　災害時の電気事故の防止
p.156　新幹線の技術
p.160　ギヤ比
p.161　変速機と減速機
p.164　パスカルの原理

Society5.0
1

　これからの時代のキーワードとなる「Society5.0」につ

いて，AI	と	IoT，ビッグデータといった情報技術が，新し

い時代の土台を築くイメージを分かりやすく紹介しました。

これからの発電方法
2

　さまざまな発電方法についてのプラス面，マイナス面を

記述し，持続可能な社会を目指して最適なエネルギーミッ

クスを考えるための資料を集めました。
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プログラミング
手帳

　小学校でのプログラミング体験

に個人差が予想されるため，簡単

なプログラミングをいつでも体験

できる冊子を別冊付録にしました。

1

技術分野でのプログラミング
2 　中学校技術分野では，プログラミ

ングによって問題解決を行います。

生徒それぞれの問題解決につながる

ような豊富な問題解決例と，さまざ

まな学校環境に対応するプログラミ

ング言語を掲載しています。

▲今すぐできる！プログラミング手帳
　別冊p.1-8

◀EduTownプログラミング

　授業時間外のプログラミング

学習も想定し，取り外し可能な

冊子としました。

　ネットワークを利用した双方向性

のあるコンテンツのプログラミング

による問題解決例には，学校紹介

のWebページ（p.226-227）やクラ

ス伝言板システム（p.230）など，自

社開発システムで誰もが利用できる

例があります。

　計測・制御のプログラミングによ

る問題解決例については，エネル

ギー変換の技術による問題解決例

を基に構想できるようにしました。

センサ，アクチュエータをプログラ

ミングによって計測・制御すること

で，より緻密な自動化を目指すこと

ができます。

▲携帯型扇風機　p.177

▲熱中症予防システム　p.244

4
POIN T

プログラミング教育への対応
小学校のプログラミング教育の必修化を受けて

　小学校でのプログラミング体験を基に，中学校ではプログラミングによる問題解決に

取り組むことができるようにプログラミングに関する内容を充実させました。

EduTownプログラミング

Dマークコンテンツ
　小学校の算数や理科で学習するプログラミン

グの例を体験できるWebページをDマークコンテ

ンツとして用意しています（Dマークコンテンツ

については，本誌30ページ参照）。

　小学校でのプログラミング教育の必修化を受け

て開設されたプログラミング教育特設サイトです。

https://pg.edutown.jp

小学校でのプログラミング

▲算数
　正多角形を書く手順を考えよう

▲理科
　電気の利用

☞	詳細は，東書Eネットの特集ページ

をご覧ください。

https://ten.tokyo-
shoseki.co.jp/
text/chu/gijutsu/
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現代的な諸課	題への対応

SDGsの取り組み カリキュラム・マネジメント

　持続可能な開発目標について技術が果たしている重要な役割を分かりやすく紹介しました。17のゴールを

目指し，持続可能な未来へ向けて技術をどう活用していくか，自分なりのゴールを立てることができます。

　「リンク」「他教科」「小学校」マークを用いて，教科間・学校種間の連携を高めます。また，教科関連を示すDマークは，

他教科や小学校の関連する内容の教科書紙面を見ることができます(p.20,92,142	など)。

▲技術分野の学習を終えて　p.272-273 ▲統合的な問題解決をしよう！　p.264-265

▲

発電機の仕組み
（東京書籍「新しい
科学2」）▲発電の仕組みと特徴　p.142

▲SDGsとTechnology　口絵❺-❻

　巻末には，技術分野の学習を通して

どのような資質・能力が身に付いたか

確認するための「チェックしよう」があり

ます。また，地球環境や将来の世代の

ための技術など，未来について考える

活動もあります。

技術分野の学習のゴール
　統合的な問題解決では，これまでの

問題解決と他教科での学習を活用し，

SDGsを意識した，新たな技術イノベー

ションを目指します。STEAM教育にも

対応した内容になっています。

統合的な問題解決

他教科マーク／他教科Dマーク

　中学校のほかの教科と関連する場

合は「他教科マーク」をつけて，教科

横断的な学習の定着を図りました。

「他教科Dマーク」では，Dマークコ

ンテンツで，東京書籍の他教科の紙

面が確認できます。

　Dマークコンテンツ

については，本誌30

ページをご覧ください。
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安全マーク，衛生マーク
例（一部）：
p.4	 作業を安全に楽しく進めよう！
p.32	 主な加工方法における注意点
p.33	 不安全状態と不安全行動　
p.113	 農薬の種類と使用上の注意　　 伝統文化マーク

例:
p.37	 ほぞつぎ　
p.65	 木材の伝統的な接合技術　
p.81	 新国立競技場（伝統と自然の活用）　
p.109	 日本の伝統野菜　
p.134	 生物育成の技術と環境との関わり　

防災マーク
例：
p.34	 地震に耐える構造
p.79	 未来に受け継ぐ熊本城天守閣のために
p.155	 災害時の電気事故の防止
p.172	 防災ライトの設計・製作
p.180	 災害のときに役立つロボットの設計・製作
p.186	 福島ロボットテストフィールド
p.191	 復興のために技術が果たす役割
p.256	 自然災害の被害に備える情報の技術

防災・安全への取り組み

情報モラルへの対応

伝統・文化

オリンピック・パラリンピック教育

　実習を安全に行ううえで大切な内容には「安全」「衛生」マークを付しています。また，技術分野ならではの視

点で，防災の内容を扱うとともに，災害からの復旧方法についても取り上げています。

　「安全に利用するための情報モラル」では,道徳教

育との関連を図りつつ,インターネットや情報機器の

利用について便利な点と注意すべき点を具体的に示

し,情報モラルの必要性を実感できる構成にしました。

　伝統・文化に関連する内容には「伝統文化」マークを付しています。木造建築や木材の伝統的な接合技術などの

例を紹介し，日本の伝統・文化を，誇りを持って継承していくことの大切さに気付かせるようにしました。

　「新国立競技場」の建築に生かされている技術を紹介するとともに，パラリンピックで活躍している

アスリートを支えるスポーツ用義足についても紹介しています。

▲災害時の電気事故の防止　p.155	

▲安全に利用するための情報モラル　p.207▲Dマークコンテンツ（情報モラルチェック） ▲新国立競技場の建築に生かされている技術　p.81

▲人の力を補う材料と加工の技術　p.82

▲日本の伝統野菜　p.109

現代的な諸課題への対応

防災

伝統・文化



生徒の身体的負担に配慮し，
用紙の軽量化を図りました。
　独自に開発した軽量で丈夫な用紙を使用しています。文字の読みや

すさや，やぶれに対する強度などは，従来の教科書と変わりません。

用紙の軽量化への取り組み
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見やすいレイアウト
　誰もが安心して学習に取り組むことができるように，始めの活動やまとめの活動の位置を

固定したり，問題解決例のページのデザインを統一したりしています。

　特別支援教育の観点から，内容及びデザインについて検討するとともに，

専門家による校閲を受けています。全ての生徒にとって認識がしやすいように，

文字の書体，図版やイラストのレイアウトなどに配慮しました。

読みやすい書体
ーユニバーサルデザインフォントー

　書体は判別しやすく，読み間違えないよ

うに開発されたユニバーサルデザインフォ

ント（UD書体）を採用しています。

まとめの活動

始めの
活動

▲基本ページ　p.20-21

色覚特性への配慮
—カラーユニバーサルデザイン—

　色覚特性を研究されている専門家に依頼し，全ての生徒の

色覚特性に適応できるようにデザインしています。

ダイバーシティへの対応

　男女共同参画社会やダイバーシティ（多様性）など共生の視

点を重視し，性別や国籍，世代を超えて活動している場面を豊

富に掲載しました。

　詳細は，内容解説

資料③「誰でも分かり

やすく使いやすい教

科書を目指して」をご

覧ください。

▼栽培カレンダー　p.106 ▼地域紹介翻訳システム　p.228

全ての生徒に学ぶ喜びを
全ての生徒が学習しやすい教科書を目指して

　小口のツメは，

検索性を高めます。

　キャラクターのせりふは，読みや

すさに配慮して文節改行にしました。

原寸↓

　多様な生徒の学習を保障するため，教育漢字以外の漢字

には全てふり仮名を付しました。ふり仮名は，特別支援教

育で推奨されている丸ゴシック体を用いています。
平成28年度用
教科書の紙

令和3年度用
教科書の紙

紙の重さ

軽量化!
約 %14

　カラーユニバーサルデザインの観

点から，配色とデザインについても検

討しています。色情報以外の模様や数

字，記号でも識別ができるようにしま

した。写真と重なる罫線や矢印には

白いふちどりを施すなど，見やすくな

る工夫をしています。
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AQ &教科書

A

「技術の見方・考え方」は学習指導要領においてどのように示されているのですか。

また，教科書ではどのような工夫をしていますか。

　学習指導要領において「技術の見方・考え方」は，「生活や社会における事象を，技術との関わりの視点で捉え，

社会からの要求，安全性，環境負荷や経済性などに着目して技術を最適化すること。」と示されています。「技術

の見方・考え方」を押さえるためのページが，p.11の折込ページ「最適化の窓」です。

　p.11の折込ページ「最適化の窓」は，実際に穴をのぞくことで，多面的に技術を見る目を養うことができます。

また，折込ページを開いたまま使うことで，技術の原理・法則を学習する場面，技術の問題解決に取り組む場面

など，3年間を通して活用することができます。

　また，各編の導入において，身の回りの製品や社会における技術の最適化について取り上げ，「技術の見方・

考え方」によって，既存の技術の工夫を読み取ることができるように工夫しています。

A

資質・能力の育成のために教科書ではどのような工夫をしていますか。

　節ごとに「目標」を明確に示しています。ここでは，資質・能力の三つの柱のうち，「知識及び技能」「思考力，

判断力，表現力等」を具体化しています。評価の観点にも対応しているため，指導と評価の一体化を図ることが

できます。

　「学びに向かう力，人間性等」については，各節末に「自己評価」を新設し，学習を振り返って改善・調整しよ

うとする態度を養うことができるように工夫しています。

A

主体的・対話的で深い学びの実現のために教科書ではどのような工夫をしていますか。

　主体的・対話的で深い学びにつながる場面として「活動」を数多く取り上げ，一連の学習過程の中に，主体的

に調べたり，友達と協働して比較・検討したりするための発問を設けるなど，深い学びの実現のための工夫をし

ています。

　「問題解決例」において，生徒キャラクターを用いて対話的に設計要素などが検討できるように工夫しています

（p.177-179,184-185,244-249）。

A

「技術による問題解決」について，教科書ではどのような工夫をしていますか。

　教科書においては，問題解決の一連のプロセスをガイダンス（p.14-15）で丁寧に説明するとともに，各編の２

章（４編は２章，３章）は，このプロセスに沿った構成になるように工夫しています。特に，「問題の発見と課題の

設定」（p.38-39,102-103,170-171など），「評価，改善・修正」（p.76-77,128-129など）については新た

に節を新設し，発達段階に応じて繰り返し学習が深められるように展開しています。学習の進め方を分かりやす

く示すために，プロセスごとに「問題解決カード」を新設しています。

A

「双方向性のあるコンテンツのプログラミング」の教科書での扱いを教えてください。

　中学校のPC環境は学校や自治体によってさまざまです。インストール不可，USB不可など，多様なPC環境があ

るなかで，インストール不要の共有フォルダ実行型（p.233），URL接続型（p.226,228,230），ブラウザ実行型

（p.229,231），計測・制御教材型（p.227,232）などの例を掲載し，自分の学校環境に合った題材を選択でき

るようにしています。「双方向性のあるコンテンツのプログラミング」の授業の中で，ゼロからプログラムを構築

することは不可能に近いです。教科書に掲載されているプログラムを例に，自分の問題解決に合わせて，プログ

ラムの一部分を変更することで，ベーシックな授業が実現します。なお，教科書に掲載しているプログラムのソー

スは，指導書で提供する予定です。

　小学校のプログラミング教育は「体験」，中学校（技術分野）は「問題解決」です。地域紹介翻訳システム（p.228）

は外国人の多い地域や観光地などでの掲示板に，防災マップ（p.229）は修学旅行先や地域紹介マップに，チャッ

トボット（p.233）は学習内容や地域紹介のクイズに，というように，生徒の地域，実態，活動に合わせて視点を

変えれば，さまざまな問題解決に広がる題材を掲載しています。小学校でのプログラミング体験を更に深めるこ

とが可能です。

A

「統合的な問題解決」の教科書での扱いを教えてください。

　学習指導要領において，各内容における問題解決について「第3学年で取り上げる内容では，これまでの学習

を踏まえた統合的な問題について扱うこと」と示されました。教科書では，p.264-269「統合的な問題解決をし

よう！」という特集ページを設け，巻末にまとめて掲載しています。4つの内容を統合する意義やSTEAM教育への

対応（カリキュラム・マネジメントの視点），豊富な問題解決例（6例）を紹介し，問題解決のヒントとなるようにし

ています。

　生徒の発達段階に応じて，全国的な傾向から，3年生ではD(3)「計測・制御によるプログラミング」が履修さ

れることを想定しています。そこで，「計測・制御によるプログラミング」を中心に，「材料と加工の技術」「生物育

成の技術」「エネルギー変換の技術」との統合を図っています。

A

前回の改訂の目玉であった「技術の評価・活用」はどのように変わりましたか。

　学習指導要領（解説）において，技術分野の学習のねらいは，「技術を評価，選択，管理・運用，改良，応用

することによって，よりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を育成すること」と示されています。こ

れが前回改訂でいうところの「技術の適切な評価・活用」にあたります。

　教科書においては，28年本で好評だったワークシート例を「未来のTechnology」として，継続しています。技

術を評価し，選択，管理・運用する力（いわゆる「技術ガバナンス」），技術を改良，応用する力（いわゆる「技術イノ	

ベーション」）についての発問を掲載し，授業や学習の進め方の参考になるように工夫しています（p.83など）。

A

カリキュラム・マネジメントへはどのように対応していますか。

　各編の導入には，「他教科とのつながり」として，小学校で学習したことや中学校で学習することを一覧にし，

学習の関連が図れるように工夫しています（p.18など）。

　「リンク」「他教科」「小学校」マークを用いて，教科間・学校種間の連携が高められるように工夫しています。ま

た，教科関連を示すDマークは，Dマークコンテンツとして，他教科や小学校の関連する内容の教科書紙面を見

ることができるように工夫しています（p.140,219など）。

　別冊「今すぐできる！プログラミング手帳」は，小学校でのプログラミング教育から高校「情報Ⅰ」への橋渡しの

役割があります。

Q1

Q5

Q6

Q7

Q8

Q2

Q3

Q4
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コンテンツ一覧

授業のサポート／デジタルへの対応

▲TECH	Lab「切断」　失敗例

▲TECH	Lab「切断」　左利きの場合

▲総ルビ・分かち書き教科書紙面PDF

教師用指導書付属DVD-ROMに新たに

指導者用デジタルブックを収録します。

授業やテスト，プリント作成などに役立つデータを

まとめて収録しています。

　電子黒板などを使用して，教科書紙面と関連するコンテンツを提示する

ことができます。多様なコンテンツを収録しており，教科書上のアイコンを

クリックするだけの簡単な操作でご利用いただけます。コンテンツには，

動画やシミュレーションのほか，他教科の教科書紙面などがあります。

　年間指導計画例，学習指導案例，評価問題例，ワークシート，図版素材集など，授業やテスト，プリント作成などに

役立つデータをまとめて収録しており，授業をサポートします。

　アイコンをクリッ

クすると，コンテン

ツが動き出します。

　急増する帰国・

外国人生徒など，

日本語を読むこと

が苦手な生徒の学

びを助けます。

・総ルビ・分かち書き
		教科書紙面PDF　 NEW

・教科書図版データ

・ワークシート（Word，PDF）

・掲載したプログラム例のソースコード

・評価問題例（Word，PDF）

・指導計画作成資料

・学習指導案

・評価規準例　　など

教師用指導書 授業の一助となる指導計画例や学習評価，

補足資料など充実したラインナップです。

準
備

章編 　　　　　　　 p.40　　　　　　　　　 p.20-23指導と評価編 研究編

板書例●教室や技術室にあるものだけでなく，
日常生活で使用されている身の回り
のものについて調べさせる。

●材料から用途例を考えさせる方法と
用途例から材料を考えさせる方法が
ある。どちらの場合でも，表１の材
料について触れられるようにする。

●机の部位ごとにその材料が使われて
いる理由をまとめさせる活動のほか，
この資料を使って材料ごとにまとめ
たり，技術の見方・考え方で取り上
げた観点によって分類したりできる
よう短冊や付箋紙を活用するとよい。
そのような活動を通して，最適な材
料を選択し，加工して使用している
ことに気付かせる。（リンク：p.22）

●製品を製作するときは，材料の特性を
最大限に生かすことが，製品の価値を
高めることに気付かせたい。
	 カリキュラム・マネジメントのヒントカ
●１年理科では「身の回りの物質」の中

で，金属とプラスチックの性質につい
て学習している。その性質を振り返り
ながら，材料を選択したり，加工した
りして製品が製作されていることにつ
なげるとともに，今後の学習にも活用
できることを知らせる。
	 特別支援の例特
●話し合いや，発表のときに，うまく授

業に入っていけない生徒のため，発言
の際のルールを決めておくとよい。
	 DマークコンテンツD
●他教科リンクとして，理科1年の「物

の調べ方」の紙面を確認できる。

身の回りの材料と加工の技術

展開①で出た意見を，クラスで共有
するとともに，グループで技術の見
方・考え方の視点で分類させるとよい。

　 材料を加工する技術� （p.21図2）
生徒は，材料を加工する様子を間近
で見た経験はほとんどないので，こ
の資料を利用し，材料の加工には，
用途に合わせたさまざまな方法があ
ることを知らせる。また，教科書
p.50～67「TECHLab」を参考に
イメージを膨らませることも材料の
加工法を知るうえで有効である。

補足資料

●ワークシート

p.20　表1 p.20　図1

学習指導上の留意点

学習の流れ

 身の回りの製品に生かされている
材料の特性と材料に適した加工法
について理解する。
 身の回りの製品に使われている材
料と加工の技術を調べ，まとめる
ことができる。

学習の目標

評価の観点

主体的・対話的で深
い学びのヒント

1

3

4

第1時 全5時間

解説 ❷解説 ❶

解説 ❷

解説 ❶
 教室や技術室にある製品を見渡して，
どのような材料が使われているか調べ
て発表する。

 いろいろな材料が加工され製品として
使用されていることを実感させる。

 図１の例をもとに，製品を製作するに
あたりどのようなことを考慮して材料
が使われているかまとめる。

 表１からさまざまな材料が身の回りで
使用されていることを確認させる。

 材料を加工する方法には，さまざまな
ものがあることを調べる。

 学校で使われているさまざまな机や椅
子を比べて，使いやすいように工夫さ
れている部分を見つけ，どのような目
的で工夫されているか班で話し合う。

始
め
の
活
動

1 調べてみよう 5分
○

★

展
開
①

2 身の回りの製品の材料 20分
○

★

生徒がまとめた内容を製品の強度や
耐久性，安全性，費用，環境への負
荷などの観点で分類することで，技
術の見方・考え方に気付かせる。

見方・考え方

材料の加工 15分
展
開
②

3
○

ま
と
め
の
活
動

4 まとめよう 10分
○

○ …活動　★ …指導のポイント

●�身の回りにある製品には，どのような材
料が使われているか。 � �
木材，金属，プラスチック，ガラス，コン
クリート，セラミックス，ゴム，布　など
●�教室の机を見て，材料が選ばれた理由を
まとめよう。

●�机に生かされている材料を加工する技術
についてまとめよう。

　変形，接合はどうだろうか。
●�いろいろな机や椅子を比較して，工夫さ
れている部分やその目的をまとめよう。

材料の特性を最大限に生かし，加工方法を
目的に応じて工夫することで，製品が作ら
れている。

材料 部位 使われている理由

木材 天板 ・軽くて丈夫
・木の温もり

金属 脚 ・丈夫なまま細くできる
・長い期間丈夫

プラス
チック

物入れ
脚の先

・軽くできる
・床が傷つきにくい

加工法 目的 加工方法

切断，
切削

目的の大きさに
切断し，削る

天板の大きさに
合わせて，機械
で切断し，削る。 ●身の回りの製品に生かされている

材料の特性と材料に適した加工法
について理解している。
思考・判断・表現
●身の回りの製品に使われている材

料と加工の技術を調べ，技術の工
夫をまとめている。

知識・技能

2

1 身の回りの材料と加工の技術11
編

20 21

1

●入門編	……………………………………… 		技術・家庭科に慣れていない先生にも，授業をスムーズに進めることができる小冊子です。4月から

3月までの1年間の流れに沿って，具体的な業務や授業の準備例などを紹介します。実習室の整え方，

安全や特別支援の配慮などをポイントにまとめます。

●研究編	……………………………………… 	教科書の内容解説や，学習や指導を更に深めるための資料を掲載します。

●問題解決編	 …………………………… 	技術による問題解決に取り組むために必要な情報をまとめます。

●指導計画・評価編	 ……………… 		3学年間を見通した指導計画例，学習指導案例，評価規準例，評価問題で構成します。	

ワークシートは縮刷版で掲載し，データにて提供する予定です。

●プログラミングの手引き編	… 		プログラミング教育の充実を図るために，コンピュータ室の準備から教材の使い方まで，ノウハウを

１冊にまとめます。

●掲示資料（掛図）	…………………… 	技術室やコンピュータ室に掲示できる大判の掛図です。

●付属DVD-ROM	…………………… 		新たに「指導者用デジタルブック」を収録します（本誌29ページ参照）。授業やテスト，プリント作成

に役立つ「データ集」もご活用いただけます。

●授業展開編	 ……………………		教科書の縮刷を入れて，指導の流れやポイントなどをコンパクトにまとめました。

この１冊で授業ができます。

指導者用デジタルブック NEW

教師用指導書付属DVD-ROM　DISC1

データ集
教師用指導書付属DVD-ROM　DISC2

　各見開きに「学習

の流れ」が具体的に

示されているため，

授業づくりへの不安

がなくなります。

　特別支援教育へ

の配慮やカリキュラ

ム・マネジメントの

視点など，学習指導

上の留意点が丁寧

に示されています。

　図版のポイントや

教科書にない補足

資料など，授業の参

考として使える内容

も充実しています。

　評価の３観点に基づいて「評価」が明確に示され

ているため，指導と評価の一体化につながります。

　「技術の見方・考

え方」や「主体的・

対話的で深い学び」

のポイントが示され

ています。
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学習者用
デジタル教科書

学習ノート

https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/text/chu/ict/

デジタル教科書等を紹介するWebページに，

こちらからアクセスできます。

教科書に完全準拠した構成・内容で，

身に付けさせたい資質・能力を育成します。

◦教科書に完全準拠した学習ノートです。

◦教科書の流れに沿った構成・内容で，書き込み欄を充実し，

学習内容の整理ができます。

◦資料ページは，持続可能な社会を目指す「SDGsとTechnology」

をテーマに，各内容で更に深めたい資料を充実させています。

※本誌28-31ページで紹介する商品は企画中のため，内容・仕様ともに予告なく変更になる場合があります。

シール・付録付き

　文部科学省は，2019年末に「GIGAスクール構想」を打

ち出し，ハード・ソフト・指導体制一体でのICT教育の充

実を推進しています。

　東京書籍は，令和3年度用中学校教科書の全発行書目

で「学習者用デジタル教科書」を発行します。

複数の教科を一括管理
　東京書籍をはじめ複数の発行者が採用するビューア

「Lentrance	Reader」を用いています。さまざまな教科・

教材を一括管理できます。

学習を支える便利な機能
　教科書に，ペンツールで自分の考えを書き込んだり，

Web上の参考資料へのリンクを貼り付けたりすることがで

きます。学習記録としてそのまま保存することもでき，生

徒の主体的な学びを支えます。また，教科書のDマークを

クリックして，連携するデジタルコンテンツを利用すること

ができます。

特別支援教育への対応
　教科書紙面を拡大したり，文字を白黒反転して表示した

りすることができます。また，総ルビ・分かち書きで表示

する機能は，発達障害のある生徒や，急増する帰国・外

国人生徒など，日本語を読むことが苦手な生徒の学びを助

けます。

コンテンツ利用までの流れ

各コンテンツへ
ぜひアクセスして，

実際のコンテンツを

ご確認ください。

※通信費は自己負担となります。

　インターネットに接続し，教科

書に掲載されているURLや二次元

バーコードにアクセスすると，動

画やシミュレーションなどを活用

することができます。

◀こちらから

　アクセスできます。

https://tsho.jp/03j/gi/

▼Dマークコンテンツ一覧　口絵❹

Dマークコンテンツ

教科書AR 教科書紙面に無料アプリ「教科書AR」を起動したスマートフォン

やタブレットPCなどをかざすと，デジタルコンテンツが現れます。

授業のサポート／デジタルへの対応

動画 家電製品の分解シミュレーション

病害虫診断シミュレーションSDGsWebページ

技術の匠（水産生物の育成）

「教科書AR」はApp	StoreやPlay	ストア

から無料でダウンロードができます。

Dマークコンテンツの例

デジタルコンテンツの活用が有効な場面で利用できる

「Dマークコンテンツ」を用意しています。

教科書ARが活用できる内容一覧

表紙　　	動く表紙
p.1　	 パラパラ漫画
p.11	 技術の見方・考え方
p.147	 発電と送電の仕組みを体験しよう
p.205	 情報通信ネットワークを使って，
	 情報をやりとりする仕組み

▲技術の見方・考え方


